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1. 核燃料サイクル工学研究所の鍵層の対比
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名称 種類 孔名 TW-9 Pu-1 De-2

c-①
凝
灰
岩

深度 標高 G.L.-113.60～-116.06m T.P.-86.63～-89.09m G.L.-140.35～-142.62m T.P.-113.30～-115.57m G.L.-153.00～-157.70m T.P.-126.66～-131.36m

コア写真

層相

 緑灰色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 上部は塊状で下部は葉理が発達する。
 上部は泥質凝灰岩主体、下部は凝灰岩主体で、中部と下端部に薄い砂岩層を挟む。

φ5㎜の軽石粒を含む。
 層厚2.46ｍ

 灰白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 上部は塊状で下部は葉理が発達する。
 下端に薄い砂岩層を挟む。
 層厚2.27ｍ

 凝灰質泥岩主体で、最下部5㎝は灰白色の凝灰岩
 上端境界は漸移的で、下端面はやや明瞭である。
 上部は塊状を呈するものの、下部は葉理が発達する。
 層厚4.70m

層序  c-①, c-④層間距離31.11m  c-①, c-④層間距離31.67m  c-①, c-④層間距離32.99m

鍵層c-① 層相の対比

名称 種類 孔名 Rp-1 Rp-3

c-①
凝
灰
岩

深度 標高 G.L.-138.98～-141.18m T.P.-133.01～-135.21m G.L.-138.35～-143.82m T.P.-130.98～-136.45m

コア写真

層相

 灰～灰白色の凝灰岩
 上端境界は上部層が削り込み凸凹する。下端境界は比較的明瞭である。
 上部は塊状で下部は葉理が発達する。
 φ2～20㎜の軽石を混入する。層厚2.20m

 灰白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 下部には葉理が発達する。
 層厚5.47m

層序  c-①, c-④層間距離33.80m  c-①, c-④層間距離36.52m

Ⅳ

ⅢⅢ’

Ⅳ Ⅳ´

鍵層

火山灰分析
実施孔

鍵層c-①

鍵層c-①

名称 種類 孔名 De-3 De-1

c-①
凝
灰
岩

深度 標高 G.L.-139.00～-140.75m T.P.-131.66～-133.41m G.L.-145.10～-147.10mT.P.-139.08～-141.08m

コア写真

層相

 灰白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 上部は塊状を呈するものの、下部は葉理が発達する。
 層厚1.75m

 灰～灰白色の凝灰岩
 上下端の境界は明瞭である。
 砂～細礫状の凝灰岩を挟み、下位には径2～5mmの軽石が密集する。
 上部は塊状を呈するものの、下部は葉理が発達する。
 層厚2.00m

層序  -（凝灰岩c-④は認められない。）  c-①, c-④層間距離31.95m

4

0 200ｍ

De-2

Ⅲ

Ⅲ’

Ⅳ’

Rp-3

TW-9

De-3

Rp-1

Pu-1
De-1 TW-3

R-1

写真：G.L.-113.00～-117.00m 写真：G.L.-140.00
～-143.00m

写真：G.L.-140.00～-143.00m

写真：G.L.-138.00～-142.00m 写真：G.L.-138.00～-144.00m

写真：G.L.-138.00～-141.00m 写真：G.L.-145.10～-148.00m

対比した鍵層の層相及び層序は概ね一
致している。
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分析試料採
取位置

第147回審査会合
資料1 再掲



名称 種類 孔名 TW-9 Pu-1 De-2

c-④
凝
灰
岩

深度 標高 G.L.-145.69～-146.18m  T.P.-118.72～-119.21m G.L.-172.90～-173.40m  T.P.-145.85～-146.35m G.L.-188.25～-188.42m  T.P.-161.91～-162.08m

コア写真

層相

 淡緑灰～灰白色の凝灰岩
 上端境界はやや不明瞭、下端境界は明瞭である。
 層相変化が著しく泥質部～砂質部から構成され、部

分的に葉理が認められる。
 層厚0.49m

 灰白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 下部には葉理が発達する。
 薄い砂岩層を複数、挟在する。
 層厚0.50m

 灰白色の凝灰岩
 一部葉理が発達する。

層序  c-④,c-⑤層間距離3.31m  c-④,c-⑤層間距離3.95m  c-④,c-⑤層間距離3.89m

Ⅲ Ⅲ’

Ⅳ Ⅳ´

鍵層

火山灰分析
実施孔

鍵層c-④
鍵層c-④

名称 種類 孔名 Rp-1 Rp-3 De-1

c-④
凝
灰
岩

深度 標高 G.L.-173.63～-174.13m T.P.-167.66～-168.16m G.L.-177.16～-178.05m T.P.-169.79～-170.68m G.L.-177.10～-179.00mT.P.-171.08～-172.98m

コア写真

層相

 灰～灰白色の泥質凝灰岩
 下端境界は明瞭である。
 上部は塊状でφ1～2㎝の砂質泥岩礫を含む。
 下部は火山砂岩で石英粒に富む。
 層厚0.50m

 緑灰色の凝灰質泥岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 最下端には火山砂が主体となる。
 層厚0.89m

 暗緑灰色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界はやや明瞭である。
 下端部に砂の薄層を挟む。
 層厚0.17m

層序  c-④,c-⑤層間距離5.06m  -（凝灰岩c-⑤は認められない。）  c-④，c-⑤層間距離5.23m

鍵層c-④ 層相の対比
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対比した鍵層の層相及び層序は概ね一
致している。



名称 種類 孔名 TW-9 Pu-1 De-2

c-⑤
凝
灰
岩

深度 標高 G.L.-149.16～-149.33m T.P.-122.19～-122.36m G.L.-177.05～-177.15m T.P.-150.00～-150.10m G.L.-192.15～-192.30m  T.P.-165.81～-165.96m

コア写真

層相

 暗緑灰～灰白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭，下端境界は明瞭である。
 上端境界はやや不明瞭、下部は塊状凝灰岩である。
 層厚0.17m

 灰白色の凝灰岩
 上端境界はやや不明瞭、下端境界は明瞭である。
 層厚0.10m

 白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 下部に灰色細砂を挟む。
 層厚0.15m

層序  c-⑤-⑥層間距離2.69m  c-⑤-⑥層間距離3.22m  c-⑤-⑥層間距離3.67m

名称 種類 孔名 Rp-1 De-3 De-1

c-⑤
凝
灰
岩

深度 標高 G.L.-178.85～-179.03m T.P.-172.88～-173.06m G.L.-177.80～-177.95m  T.P.-170.46～-170.61m G.L.-183.20～-183.37m T.P.-177.18～-177.35m

コア写真

層相

 灰～灰白色の凝灰岩
 上端境界はやや不明瞭、下端境界は明瞭である。
 上部は泥質凝灰岩、下部は凝灰岩で弱い葉理が認めら

れる。
 層厚0.18m

 白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は不規則な形状。
 下端部に細礫を挟む。
 層厚0.15m

 白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界はやや明瞭でほぼ水平。
 下端部に砂の薄層を挟む。
 層厚0.17m

層序  c-⑤-⑥層間距離3.33m  c-⑤-⑥層間距離3.68m  c-⑤-⑥層間距離3.60m

Ⅲ ´Ⅲ

Ⅳ Ⅳ´

鍵層

火山灰分析
実施孔

鍵層c-⑤

鍵層c-⑤

鍵層c-⑤ 層相の対比
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対比した鍵層の層相及び層序は概ね一
致している。



名称 種類 孔名 TW-9 Pu-1 De-2

c-⑥
凝
灰
岩

深度 標高 G.L.-151.70～-152.18m T.P.-124.73～-125.21m G.L.-180.15～180.50m  T.P.-153.10～-153.45m G.L.-195.70～-196.10m T.P.-169.36～-169.76m

コア写真

層相

 暗緑灰～灰白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 下部は砂質で葉理が発達する。
 生痕化石が認められる。
 層厚0.48m

 灰白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 葉理が発達し、生痕化石が認められる。
 層厚0.35m

 灰白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 ほぼ水平な葉理が発達する。
 層厚0.40m

層序  c-⑤,c-⑥層間距離2.69m  c-⑤,c-⑥層間距離3.22m  c-⑤,c-⑥層間距離3.67m

名称 種類 孔名 Rp-1 Rp-3

c-⑥
凝
灰
岩

深度 標高 G.L.-182.20～-182.35m  T.P.-176.23～-176.38m G.L.-186.00～-186.40m T.P.-178.63～-179.03m

コア写真

層相
 白色の凝灰質泥岩
 上端境界は不明瞭，下端境界は明瞭である。
 層厚0.15m

 白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭，下端境界は明瞭である。
 ほぼ水平な葉理が認められる。
 層厚0.40m

層序  c-⑤,ｃ-⑥層間距離3.33m  -（凝灰岩c-⑤は認められない。）

名称 種類 孔名 De-3 De-1

c-⑥
凝
灰
岩

深度・標高 G.L.-181.25～-181.85m T.P.-173.91～-174.51m G.L.-186.50～-187.28m T.P.-180.48～-181.26m

コア写真

層相

 白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭でほぼ水平。
 ほぼ水平な葉理が発達する。
 層厚0.60m

 白色の凝灰岩
 上端境界は不明瞭、下端境界は明瞭である。
 ほぼ水平な葉理が発達する。
 層厚0.78m

層序  c-⑤,c-⑥層間距離3.68m  c-⑤，c-⑥層間距離3.60m

鍵層c-⑥ 層相の対比
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対比した鍵層の層相及び層序は概ね一
致している。



核燃料サイクル工学研究所 火山灰分析結果

鍵層c-①

鍵層c-④

鍵層c-⑤

鍵層c-⑥

対比した鍵層は火山灰分析結果も概ね一致している。
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2. №1孔深度-100.05m付近に認められる
サンドダイク様の構造について
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サンドダイク様構造について

←写真②撮影方向

No.15

JRR3
原子炉建家

0 200ｍ 追記
箇所

№15 柱状図

↓写真③撮影方向

1 cm

写真③（コア外周）

写真②（コア断面）

拡大

【コア外周での観察】
• 構造は砂質泥岩中に認められる。構造の内部と外部で粒度に明瞭な違いはなく、内部構造は均質である。
• 構造の輪郭は周縁部の約２～３mm、長さ約25cmの変色部により示され、構造の幅は約2㎝である。

構造は上位及び下位に連続しない（写真①、③）。
• 約70°の高角度傾斜を示す約20cm長の下位部分と、傾斜が低角度な5cm程度の長さの上位部分からなり、GL-

100.05m付近で急激に折れ曲がる。
• 変色部は均質であり、変色部構成物からなる地層は、付近の数m範囲には分布していない。構造の内側では境界が

シャープであるが，外側は凹凸が認められる。
【コア断面での観察】

• 構造の輪郭は周縁部の２～３mm程度の変色部により示され、脈状（ダイク、ベイン）ではなく、円筒状（パイプ）
である。（写真②）

【考察】
・構造は砂質泥岩中に認められ、構造の内部と外部で粒度に明瞭な違いはない。 構造は円筒状で構造の幅はほぼ一定であ

る。変色部は長さ25cm であり連続しない。これらの特徴は、生物の穿孔跡の特徴と一致する。変色部は巣穴の壁面
を形成者が裏打ちしたものと考えられる。

・以上により、サンドダイク様構造は生痕化石であると判断される。

№15 コア写真（深度99m～101m）

写真①（コア外周全景）
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生痕化石の類似事例

生痕化石： Psilonichnus 奈良・小竹（1997）

奈良・小竹（1997）

Bromely（1996）

左図がNo.15孔で認められた生痕に類似する

生痕化石の“裏打ち”について

奈良・小竹（1997）より抜粋
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